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1

芸術表現活動
による障がい
者生きがい支
援事業

新規
愛川芸術就継B
みらいのあいの
家設立準備室

丸茂かつ江 408,200 300,000

　障がい者を対象に、専門家によるアートと音楽の体験ができるワークショップを開催し、障が
い者に芸術表現の楽しさを味わっていただくほか、一人ひとりが得意分野を見出すことによっ
て自信、自立心を養っていただくとともに、地域の人々とのふれあいや社会参加の機会とする
もの

　アートについては、立体造形と平面造形。音楽については合唱や楽器演奏、ダンス等の体験
プログラムを用意し、アートと音楽の二つのプログラムを１回のワークショップの中に盛り込み
開催する。
・立体造形と合唱またはダンスのワークショップ：年３回
・平面造形と楽器演奏またはダンスのワークショップ：年３回
・年度末にアートフェスタの開催

採用 300,000

2
中津川仙台下
河川敷整備お
よび花畑事業

継続
（３回
目）

中津川仙台下ク
ラブ

沼田　彰 1,222,000 300,000

　年間を通じ、中津川仙台下河原（角田地内）を整備・保全するための「草刈り・整地作業」及
び河川に隣接する農地等を活用した「花畑造り」を実施し、町内の名所づくりを目指すもの
　
　仙台下河原については、利用者も徐々に増えており、保全管理の実施により豊かな水辺環
境を守るとともに、青少年育成活動などでの利用促進を図る。また、作業にはボランティアを広
く募るほか、昨年度からは愛川高校生を対象としたボランティア体験学習を実施している。
　「花畑造り」は、団体が維持管理している仙台下の農地に、春は菜の花、夏はヒマワリ、秋は
ザル菊やコスモスなどの季節の花が咲くよう、種からの栽培や苗の植付けを行う。
　この事業によって、本町の豊かな自然や、中津川の水辺環境を整備・保全し、町民等共通の
憩いの場として、また、愛川高校生の体験学習の充実や、町内の育成会活動等、各種イベント
会場としての利活用を促進し、町のシンボルとして身近な水辺環境（中津川）に気軽に親しん
でもらい、「愛川町のイメージアップ」を図る。

採用 300,000

3

愛川に稲作漁
労文化および
マコモを復活さ
せる事業

継続
（３回
目）

ＮＰＯ法人　地球
と共に生きる会

渡邉　政男 155,000 124,000

　自然環境の改善と食生活の改善を促進するために、箕輪耕地の遊休・荒廃農地や、休耕田
を活用し、マコモ栽培と米の無農薬による作付けを行うもの。

　農作物の栽培にあたっては、広く町民や子ども達の参加を呼びかけ、農業体験や田植え体
験を実施する。
　また、お田植え祭などのイベント的な要素も取り入れつつ、日本古来の文化に触れる機会を
提供するなど、多くの町民等が興味を持って、この事業に関わりを持てるよう、地域おこし（ま
ちづくり）としての効果も期待し、実施する。
　将来的には、マコモを愛川町の特産物としての普及や、マコモを原料に加えた消臭・防虫効
果の高いマコモ和紙の普及を目指す。

採用 124,000

1,785,200 724,000 724,000

令和元年度　あいかわ町民活動応援事業　審査結果一覧

設立時期

平成３０年８月
（１０ヶ月）

平成２３年６月
（８年）

平成１２年２月
（１９年４ヶ月）

合計


